
取扱説明書

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガネを着用
する。

●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動
しない場合は使用しない。

●打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。
●射出口を絶対に人体に向けない。
●移動する時、使用しない時、調整・修理・ネイル装填の時は必ず
エアホースをはずす。

●エアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。
●揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。
●異常を感じたら絶対に使用しない。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。



このたびは、マックス釘打機ステックネイラをお買い上げいただきまして誠にあ
りがとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後までよく
お読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理解の
上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う警告
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。注意
また、取扱いを誤った場合には、釘打機本来の性能を発揮しないばか
りでなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表しています。
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の表示は具体的な禁止内容です。
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シリンダキャップ

トリガ

エアプラグキャップ
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射出口
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警 告
q使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メ

ガネを着用する。

釘打作業をする時、ネイルを連結している樹脂が飛

んだり、打ち損じのネイルがはね返り、眼に入ると

失明する恐れがあります。作業する本人はもとより

まわりの人も必ず保護メガネを着用してください。

w防音保護具を着用する。

釘打作業をする時、排気音や排気エアから耳を守る

ため、作業環境に応じて防音保護具（耳栓等）を着

用してください。

e作業環境に応じた防具を着用する。

作業環境に応じてヘルメット、安全靴等の防具を着

用してください。

本機は、木材またはそれに類した材料を木材や軽量形鋼（3.2mm厚）に止めることを

目的とした釘打機です。指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあり

ます。この取扱説明書の記載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は作

業場所に近づけないでください。また、本機に触らせないでください。

作業前

q

w

e

安全作業のために
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警 告
rエアホース接続前に必ず点検する。

エアホースを接続する前に下記の点検を必ず行って

ください。

1.ネジの締め付けが緩んでいたり、抜けていないか。

2.各部部品が外れていたり、傷んでいないか。

3.コンタクトアームがスムーズに動くか。

（確認のしかた11ページ参照）

不完全なまま使うと、事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマック

スサービス㈱へ点検・修理に出してください。

tエアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。

本機はエアコンプレッサによる圧縮空気を動力源と

する工具です。圧縮空気以外の高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）を使うと異常燃焼をおこし爆発の危

険を伴いますので、エアコンプレッサ以外は絶対に

使用しないでください。

yエアホース接続の時には必ず厳守する。

エアホースを接続するときは誤って作動させないよ

う下記のことを必ず守ってください。

1.トリガに指をかけない。

2.コンタクトアームに触れない。

3.コンタクトアームを押し上げた状態にしない。

4.射出口を人体に向けない。

r

t

y

安全作業のために
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警 告
uエアホース接続時には必ず確認する。

使用前にはネイルを装填しないでエアホースを本機

に接続し下記の確認を必ず行ってください。

1.エアホースを接続しただけで作動音がしないか。

2.エアもれや異常音がしないか。

エアホースを接続しただけで作動したり、エアもれ

や異常音がする場合は故障しています。そのまま使う

と事故の原因となりますので、絶対に使用しないでく

ださい。異常のある場合はお買い求めの販売店又は

マックスサービス㈱に点検・修理に出してください。

i安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検す

る。正常に作動しない場合は使用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認

してください。ネイルを装填しないでエアホースを

接続して確認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機

を絶対に使用しないでください。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを対象物に当てただけで、作動

音がする。（確認のしかた10ページ参照）

異常のある場合はお買い求めの販売店又はマックス

サービス㈱に点検・修理に出してください。

o防塵カバーは絶対にはずさない。

釘打作業をする時、ネイルを連結している樹脂が飛

散する場合がありますので、防塵カバーは絶対には

ずさないでください。また、傷んだら交換してくだ

さい。

安全作業のために

u

i-1

i-2
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安全作業のために

q使用空気圧を必ず守る。

本機の使用空気圧範囲は0.49～0.78MPa（5～

8kgf/cm2）です。対象物によりその範囲内で調整

し使用してください。0.78MPa（8kgf/cm2）を超

えた圧力で使用すると本機の寿命を早めたり損傷に

よって危険を生じる恐れがあります。

w打つ時以外は絶対にトリガに指をかけない。

トリガに指をかけたまま本機を取り回し、誤って発

射した場合は思いがけない事故につながります。ネ

イルを打つ時以外は絶対にトリガに指をかけないで

ください。

e射出口を絶対に人体に向けない。

射出口を人に向け、誤って発射した場合には思いが

けない事故につながります。また、射出口付近に手

足等を近づけての作業は危険ですからさけてくださ

い。同時に打ち損じたネイルが人に当たらないよう

作業中はまわりの人に注意をはらってください。

警 告
!0指定ネイルを必ず使用する。

指定されたネイルと異なるものを使用すると本機の

故障や事故の原因となりますので、必ず指定のネイ

ルをご使用ください。（12ページ参照）

!1作業場所を常に整理する。

作業場所が乱雑だとつまづくなどして思わぬ事故の

原因となります。作業場所は常に整理整頓をして安

定した姿勢で作業を行ってください。

警 告

作業中

0.49

0.78

!0

!1

q

w

e
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安全作業のために

警 告
r向い合わせの釘打ちは絶対にしない。

向い合って釘打作業をすると、打ち損じたネイルが

前の作業者にあたり、思わぬ怪我をすることがあり

ますので、向い合わせの釘打ちは絶対にしないでく

ださい。

t射出口を確実に対象物に当てる。

射出口を確実に対象物に当てないと、一度打ったネ

イルや木の節などに当たった場合ネイルがはねたり、

それたりして大変危険です。また、本機が強く反発

することもあり危険ですから、射出口を確実に対象

物に当ててください。

y揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

本機やエアコンプレッサを揮発性可燃物（例：シン

ナー、ガソリン等）のそばで使うとネイル打込時の

火花による引火や、空気といっしょに吸入圧縮され、

爆発の危険を伴いますので、揮発性可燃物のそばで

は絶対に使用しないでください。

u移動する際は、必ずエアホースをはずす。

エアホースを接続した状態でトリガを引いたまま本

機を持ち歩いたり、手渡し等をし、誤って発射した

場合には思いがけない事故につながります。移動す

る際は、必ずエアホースをはずしてください。

i作業中断時は必ずエアホースをはずす。

作業中のネイル装填、調整及びネイルづまりを直す

ときは誤ってネイルを発射すると危険ですから、必

ずエアホースをはずしてください。

r
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安全作業のために

警 告
o異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

はお買い求めの販売店又はマックスサービス㈱に点

検・修理に出してください。

警 告
q作業終了時には必ずエアホースをはずす。

作業終了時には、必ずエアホースをはずしてくださ

い。

w作業終了時には必ずネイルを抜き取る。

ネイルをマガジン内及びノーズ内に残しておくと、

次に使用するときうっかり手を触れたり、誤って作

動させた場合、思わぬ事故につながることがありま

す。作業終了時には必ずマガジン内及びノーズ内の

ネイルを抜きとってください。

※ノーズ内に残っているネイルはネイルホルダを本機

の前方向へ引き出し、取り除いてください。

e本機を絶対に改造しない。

本機を改造すると、本来の性能が発揮できないばか

りでなく安全性が損なわれますので、絶対に行わな

いでください。

作業後

q

w

e

o
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警 告
q足場の安全性を充分に確認する。

足場を使っての高所作業の場合、釘打作業中に落ち

ることのないように充分足場の安全性を確認してく

ださい。

wエアホースの確保。

高所作業の場合、エアホースは作業場所の近くに必

ず固定箇所を作ってください。これは不用意にホー

スが引っぱられたり、引っかかったりしたときの危

険を防ぐためです。また、ホースのたるみやねじれ

のないように注意してください。

e直射日光をさける。

本機やエアセット、エアコンプレッサは直射日光に

長時間あてたまま放置しないでください。また、エ

アコンプレッサはできるだけ日陰に設置して使用し

てください。

打ち方

r水平面の釘打ち

前進姿勢で釘打作業を行ってください。安全で疲労

が少なく、正確で速い作業ができます。後退しなが

らの作業は足をとられるなど危険です。

屋外作業について

q

w

e

r〔水平面〕

安全作業のために
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警 告
t垂直面の釘打ち

本機を手の届く最も高いところまで差し上げ、上か

ら順に下へ釘打作業を行ってください。疲労の少な

い作業ができます。

※内、外壁の同時打ちは絶対にしないでください。

y傾斜面の釘打ち

下から上に向かって前進姿勢で釘打作業を行ってく

ださい。上から下に後退すると足を踏みはずす危険

があります。

t〔垂直面〕

y〔傾斜面〕

安全作業のために
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釘打作業の安全を確保するため、本機には次のような安全装置がついています。

〈図-1〉

●メカニカル安全装置

これはコンタクトアームとトリガが同時

に作動しないと発射しないメカニズムで

す。つまりトリガを引いただけではネイ

ルは発射せず、また、コンタクトアーム

を打込対象物に当てただけでもネイルは

発射しません。コンタクトアームを対象

物に当てる動作とトリガを引くという動

作が重なってはじめてネイルは発射され

ます。 〈図-1〉

トリガ

コンタクトアーム

警 告
●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は使

用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認してください。ネイルを装填

しないでエアホースを接続して確認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機を絶対に使用しないでくださ

い。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを打込対象物に当てただけで、作動音がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店又はマックスサービス㈱に点検・修理に出し

てください。

安全装置について
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〈図-2〉

注 意
●本機は空打防止装置が装備されてい

ますので、ネイルを装填しない状態

ではコンタクトアームは固定され動

きません。安全装置の確認をする場

合や、コンタクトアームの動き具合

を確認する場合はプッシャをマガジ

ン後方に引っ張り、空打防止装置を

解除しながら行ってください。

〈図-2〉

コンタクトアーム
プッシャ
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仕様及び付属品

商　　品　　名 マックス釘打機 ステックネイラ

商 品 記 号 KN-902A KN-902A-DS

バ ル ブ 機 構 ヘッドバルブ方式

寸　　　　　法 （H）367  ×（W）152  ×（L）535 mm

質　　　　　量 5.2kg

ネイル装填数 2連（60本）

使用空気圧範囲 0.49～0.78MPa （5～8kgf/cm2）

使用エアホース 内径8.5mm以上、長さ30m以内

使 用 オ イ ル タービン油1種ISO VG32 （JIS1号90番）

安　全　装　置 メカニカル方式、空打防止装置

付　　属　　品 保護メガネ、ジェットオイラ（油入）、六角棒スパナ5・6

〈使用ネイル〉

頭径 

胴径 

全長 

商品名 相当釘 全長 胴径 頭径 1連本数

KCM65W4 CN65相当釘 65mm 3.4mm 7.7mm 30

KCM75W8 CN75相当釘 75mm 3.8mm 7.9mm 28

KCM90W8 CN90相当釘 90mm 3.8mm 7.9mm 28

商 品名 全長 胴径 頭径 1連本数

KAP50W4-H 50mm 3.4mm 7.7mm 25

KAP57W4-H 57mm 3.4mm 7.7mm 25

KCP65W1 65mm 3.1mm 7.7mm 25

KCP75W4 75mm 3.4mm 7.7mm 25

KCP90W4 2入り 90mm 3.4mm 7.7mm 25

KSP65W1-B 65mm 3.1mm 7.7mm 25

KSP75W1-B 75mm 3.1mm 7.7mm 25

KSP75W1-C 75mm 3.1mm 7.7mm 25

KSP90W3 90mm 3.3mm 7.7mm 25

KSP90W3-C 90mm 3.3mm 7.7mm 25



－ 13 －

使用前に本機とエアコンプレッサを接続しないで使い方を覚えてください。

【ネイルの装填方法】

〈図-3〉

qエアホースをはずします。

wプッシャに指をかけてそのまま後方に引

き、プッシャがプッシャフックに、「カ

チッ」と音がして止まるまでいっぱいに

引きます。 〈図-3〉

eネイルをマガジン内に入れます。ネイル

は2連（60本）入れることができます。

〈図-4〉

rプッシャに指をかけ、図のようにプッシ

ャフック後端の突起部を押してプッシャ

の固定を解除し、プッシャをネイル最後

部まで静かに送ってください。 〈図-5〉

〈図-4〉

〈図-5〉

警 告
●ネイルを装填するときは、必ずエアホースをはずす。

手順

ネイル

プッシャ

プッシャフック

マガジン

プッシャフック

プッシャ

ネイル最後部

使用方法
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注 意
●プッシャの先端がネイルを確実にお

さえるようにセットしてください。

〈図-6〉

●プッシャの固定を解除した際、プッ

シャをはなすと、バネの力によりプ

ッシャが急激にもどり、ネイルが変

形し、ネイルづまりの原因になりま

すのでプッシャは必ず手で静かに送

ってください。

●本機には空打防止装置が装備されています。ネイルの残りが4本程度になると打

てなくなります。続けてお使いになる場合はネイルを補充してください。

●連結が10本以下の釘の使用はさけてください。

空打ち、つまり等の原因になります。

●ネイル装填の際、プッシャの解除に充分注意してください。

●ネイルの変形が起きた場合、マガジン内のネイルを引き出し、変形した部分を手

で折り取ってお使いください。変形したままで使用すると、ネイルづまりの原因

になります。

●指定外のネイルを使うと本機の故障原因になりますので、必ず指定のステックネ

イルをお使いください。

〈図-6〉

プッシャの先端



【打ち方】
本機にはDSバルブ（ダブルシーケンシャルバルブ）を採用しています。DSバルブは、

コンタクトアームを対象物に押しあてた後、トリガを引く構造になっておりますので狙

った場所に一発一発より一層確実に打つことができます。また、その結果として偶然の

思わぬ事故から身を守り安全に作業することにつながります。
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【打ち方】
●トリガ打ち

打込位置を正確にねらう時は、ネイルを

打とうとする箇所にコンタクトアームの

先端を押し当ててからトリガを引きま

す。 〈図-7〉

●コンタクト打ち

早く打ちたい時は、トリガを引いたまま

ネイルを打とうとする箇所にコンタクト

アームの先端を打ち当てるだけで連続作

業ができます。 〈図-8〉

1

2

KN-902Aの場合

〈図-7〉

1

〈図-9〉

2

1

〈図-8〉

KN-902A-DSの場合

qネイルを打とうとする場所にコンタクト

アームの先端を押し当てます。 〈図-9〉

手順

トリガ

コンタクトアーム

トリガ

コンタクトアーム

トリガ

コンタクトアーム
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wトリガを引くとネイルが発射されます。

〈図-10〉

eコンタクトアームの先端を対象物よりは

なし、トリガから指をはなします。

rq～eの動作を繰り返して釘打作業を行

います。

※トリガを先に引いて、コンタクトアーム

の先端を対象物に押し当ててもネイルは

発射されません。

2

〈図-10〉

警 告
●作業前、DSバルブが上記通りの作動をするか必ず確認する。

●DSバルブの各部品が摩耗または消耗していないか必ず点検する。異常がある場

合は本機を使用しない。

異常がある場合はお買い求めの販売店またはマックスサービス㈱に点検・修理に

出してください。

〈図-11〉

【吊り下げ用フックの取り付け方】
屋内作業の時、天井等から吊るして使用す

る時は、別売部品の吊り下げ用フックをお

買い求めいただき、右図を参照して取り付

けてください。

qシリンダキャップを止めている六角穴付

ボルト6×30の後方の2本を抜き取りま

す。

w別売品の吊り下げ用フックを六角穴付ボ

ルト6×35で取り付けてください。

〈図-11〉

トリガ

コンタクトアーム

シリンダ
キャップ

吊り下げ用
フック
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本機は、プラスチック連結と紙連結のステ

ックネイルが使用できます。また、主な用

途には次のようなものがあります。打込対

象物に合わせて適したネイルを選定してご

使用ください。

（使用ネイルは12ページ参照） 〈図-12〉

●主な用途

●木材と木材の接合

●木材の軽量形鋼（厚さ3.2mm）への取付け

【鋼板用ネイルを使用するとき】

〈図-12〉

〈図-13〉

警 告
●施工については施工基準書にもとづいた施工を行う。

●天井（天井下地含む）、屋根（屋根下地含む）へは絶対に使用しない。

●必ず射出口先端を部材に直角に押し当てる。

●ネイル長さ50、57mmのネイルを直打ちに使用しない。

本機は3.2mm厚までの軽量形鋼専用です。

ご使用のときは部材の状況や施工現場の条

件を考慮し、施工基準書に準じてください。

qネイルの長さは各部材の合計厚より

10mm以上長いものを選んでください。

w使用する軽量形鋼下地材は厚さ3.2mm以

下、トタンなど外装部材は厚さ0.7mm以

下にしてください。 〈図-13〉

eネイル長さ50、57mmのネイルを軽量形

鋼に直打ちすると、ネイルが飛び非常に

危険ですので絶対にしないでください。

ネイル長さ 部材厚さ（合計）範囲

50mm 15mm～38mm

57mm 27mm～45mm

中間部材

軽量形鋼
（厚さ3.2mm以下）

部材の
厚さ

10mm以上

用途とネイル選定基準

ネイル長さ＝部材の厚さ＋10mm以上
外装部材（厚さ0.7mm以下）
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〈図-14〉r必ず射出口先端を部材に直角に押し当て

て使用してください。斜めに当てるとネ

イルが飛び非常に危険です。

t屋根（屋根下地含む）、天井（天井下地含

む）へは絶対に使用しないでください。

y鋼板打ちでの打込みすぎは極端に保持力

が低下しますので、作業の際には、打込

状態を十分に確認してください。（調整

のしかたは21ページ参照） 〈図-14〉

※部材の堅さや厚さの組合せによっては打

込めない場合があります。

外装部材が変形しない 外装部材が変形
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配管についての注意

警 告
●エアコンプレッサ以外の動力源

は絶対に使用しない。

q動力源は必ずエアコンプレッサをお

使いください。高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）は絶対に使わないで

ください。

wエアセットはできるだけ本機1台に

1セット取付けるようにしてくださ

い。

eエアホースは内径8.5mm以上、長さ

30ｍ以内で使用してください。エ

アセット使用時は、エアセットから

釘打機までのエアホースを内径

8.5mm以上、長さ5ｍ以内で使用し

てください。 〈図-15〉

0
0.3

0.6

1.5
1.2

0.9

MPa

0.780.49

エアコンプレッサ 
補助タンク 

釘  打  機 

エアフィルタ 

レギュレータ 

オイラ 

エアセット 
エアホース 

（内径8.5mm以上） 
長さは5m以内とする 

0.49～0.78MPa 
（5～8kgf/cm2） 

で使用 

〈図-15〉

〈配管図〉
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エアホースの接続

警 告
●エアホース接続の時は必ず厳守する。

エアホースを接続する時は誤って作動させないように下記のことを必ず守ってく

ださい。

1.トリガに指をかけない。

2.コンタクトアームに触れない。

3.コンタクトアームを押し上げた状態にしない。

4.射出口を人体に向けない。

〈図-16〉qエアプラグキャップをはずします。

wエアプラグにエアホースのエアチャック

を接続します。 〈図-16〉

エアチャック

エアプラグ
エアプラグキャップ

手順

警 告
●作業中断時は必ずエアホースをはずす。
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使用空気圧と打込状態の確認

ネイル頭が浮く 

適正 

ネイル頭が沈む 

（圧力が高すぎる） 
（圧力が低すぎる） 

〈図-17〉

●本機を使用する場合、打込対象部材の硬

さにより使用空気圧を設定しますが、通

常は0.59MPa（6kgf/cm2）に圧力をセ

ットします。作業中ネイル頭が浮いたり、

沈みすぎたりした場合は、エアセットの

レギュレータでネイル頭が打込対象部材

に対し面一になるように圧力調整してく

ださい。 〈図-17〉

●打込対象部材の硬軟、使用するネイルの

長短で多少圧力がちがいますので作業前

にテスト打ちを行なって圧力調整をして

ください。

警 告
●0.78MPa（8㎏f/cm2）を超えた圧力では絶対に使用しない。
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〈図-18〉

警 告
●ネイルづまりを直す時は、必ずエアホースをはずす。

qエアホースをはずします。

wネイルをマガジン内より抜き取ります。

e射出口より細い鉄棒を入れ、ハンマーで

たたきます。 〈図-18〉

rノーズ内部につまったネイルを細い鉄棒

や－ドライバーで取り除きます。

tネイルをマガジンに再度確実にセットし

てください。

手順

ネイルづまりの直し方

ハンマー

細い鉄棒など
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性能を維持するために

q本機を大切に使う

落したり、ぶつけたり、叩いたりしますと、変形、

亀裂や破損を生じる場合があります。危険ですから

絶対に落したり、ぶつけたり、叩いたりしないでく

ださい。

wエアセットを使用する

エアセットを使わないとエアコンプレッサ内の水分

やゴミが本機内に入り、錆や摩耗が発生して作動不

良の原因になります。なお、エアセットから本機ま

でのエアホースは長すぎると圧力低下となりますの

で5m以内にしてください。

e本機の水抜きをする

作業終了時エアプラグを下に向け十分水抜きしてく

ださい。

r指定オイルを注油する

オイルはタービン油1種ISO VG32（JIS1号90番）

を必ずお使いください。使用前使用後にエアプラグ

の口より2～3滴注油してください。指定外のオイ

ルを使用しますと、能力低下や故障の原因となりま

す。
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tエアプラグキャップの使用方法

本機を使用しないときには、機械内部にゴミなど入

ると故障の原因となりますので、本機を使用しない

ときはエアプラグにキャップを装着してください。

yエアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタの水抜きをする

エアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタに水がたまると能力低下や故障の

原因となりますので定期的に水抜きをしてください。

u定期的に点検する

本機の性能を維持するために清掃、点検を定期的に

行ってください。点検はお買い求めの販売店又はマ

ックスサービス㈱にお申しつけください。

カラ打ち時の確認事項

作業中に本機は作動するがネイルが実際に打ち込まれない場合には、下記の事を点検し

てください。

qマガジン内のネイルが変形していないか。

wプッシャの先端がネイルを確実におさえているか。

上記qwを確認してもカラ打ちが直らない場合には、お買い求めの販売店またはマック

スサービス㈱に点検・修理に出してください。
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【保証について】
●本機には保証書（梱包箱に添付）がついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●本機の基本保証期間はお買い上げ日より1年間です。

「お客様登録カード」にて登録手続きしていただいたお客様に限り、保証期間が2年

間となります。

【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店又はマックスサービ

ス㈱にご相談ください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合に、ご要望により有償

修理させていただきます。

【補修用性能部品の最低保有期間】
●本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために必要な部品です。

保証、アフターサービス、補修用性能部品について
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